
本文 29 頁の記載で誤りがありました。謹んでお詫び申し上げますとともに、下記の
ように訂正させていただきます。

遺族給付Q&A 29

障害厚生年金

障害基礎年金

老齢厚生年金

老齢基礎年金

振替加算

（老齢）支援給付金

4～5は老齢・遺族・障害の3つとも支給がある場合の組み合わせの例です。
4障害基礎年金＋老齢厚生年金＋遺族厚生年金差額分
障害基礎年金と老齢基礎年金を比べ障害基礎年金を選択し、その上乗せに老齢厚生年金と調

整された遺族厚生年金の受給となる例です。障害基礎年金受給の基準で支援給付金も受給でき
ます。

経過的寡婦加算

老齢厚生年金相当分停止

遺族厚生年金

老齢厚生年金

老齢基礎年金

振替加算

障害厚生年金

障害基礎年金

（障害）支援給付金

5老齢基礎年金＋老齢厚生年金＋遺族厚生年金差額分
振替加算を受給できるため、障害基礎年金より高い老齢基礎年金を全額受給し、調整された

遺族厚生年金が受給できます。支援給付金は老齢基礎の基準で審査されます。

経過的寡婦加算

老齢厚生年金相当分停止

遺族厚生年金

障害厚生年金

障害基礎年金

老齢厚生年金

老齢基礎年金

振替加算

（老齢）支援給付金

相談者の場合、現在は1の例で受給していますが、遺族厚生年金の受給権が発生すれば、4
か5のいずれかの受給方法となります。遺族年金の請求時に年金事務所で見込み額を算出して
もらい、選択届を提出します。老齢年金は課税対象ですが、障害年金、遺族年金は非課税で、
税金や介護保険料額にも影響がでます。
また、選択する基礎年金で年金生活者支援給付金の金額も変わります。どちらも要件を満た

す必要がありますが、老齢年金支援給付金額は納付や免除の月数で計算され、障害年金支援給
付金額は障害等級により決まります。

誤
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障害厚生年金

障害基礎年金

老齢厚生年金

老齢基礎年金

振替加算

（老齢）支援給付金

4～5は老齢・遺族・障害の3つとも支給がある場合の組み合わせの例です。
4障害基礎年金＋老齢厚生年金＋遺族厚生年金差額分
障害基礎年金と老齢基礎年金を比べ障害基礎年金を選択し、その上乗せに老齢厚生年金と調

整された遺族厚生年金の受給となる例です。障害基礎年金受給の基準で支援給付金も受給でき
ます。障害基礎年金を受給したときは、経過的寡婦加算は停止となります。

経過的寡婦加算

老齢厚生年金相当分停止

遺族厚生年金

老齢厚生年金

老齢基礎年金

振替加算

障害厚生年金

障害基礎年金

（障害）支援給付金

5老齢基礎年金＋老齢厚生年金＋遺族厚生年金差額分
振替加算を受給できるため、障害基礎年金より高い老齢基礎年金を全額受給し、調整された

遺族厚生年金が受給できます。支援給付金は老齢基礎の基準で審査されます。

経過的寡婦加算

老齢厚生年金相当分停止

遺族厚生年金

障害厚生年金

障害基礎年金

老齢厚生年金

老齢基礎年金

振替加算

（老齢）支援給付金

相談者の場合、現在は1の例で受給していますが、遺族厚生年金の受給権が発生すれば、4
か5のいずれかの受給方法となります。遺族年金の請求時に年金事務所で見込み額を算出して
もらい、選択届を提出します。老齢年金は課税対象ですが、障害年金、遺族年金は非課税で、
税金や介護保険料額にも影響がでます。
また、選択する基礎年金で年金生活者支援給付金の金額も変わります。どちらも要件を満た

す必要がありますが、老齢年金支援給付金額は納付や免除の月数で計算され、障害年金支援給
付金額は障害等級により決まります。

下線部の追加
背景の色が「停止」を
表すグレーとなります

正


